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国立遺伝研、米国ロシュ研、エイ
ジーン研などで研究、　「mRNA
キャップの発見」により1975 
Most cited author

世界へ羽ばたく研究成果・製品を育てよう事業総括

古市　泰宏 　富山・石川両県では、これまで、それぞれが得意とするサイエンス領域で「予防医療・健康増進」を支援する

バイオメディカル関連事業の知的クラスター形成を推し進めてきた。この第Ⅰ期クラスターで培われた優れ

た成果の多くは、両県の融合になる第Ⅱ期クラスターへ引き継がれ、いまや世界的にも羽ばたけるレベルへと

発展しつつある。

　一例として、金沢工業大学の最先端MEG(SQUID)技術による脳磁・心磁計測機（横河電機協賛）の開発は、

最近、ロンドン大・フランス国立科学研究センターと共同で小動物脳磁研究所をロンドン大内に設立する快挙

へと進展し、プロジェクトが真にグローバルなステージに展開していることを示している。このような、グロー

バルな展開と世界戦略が間近いプロジェクトが他にもあり、次々と成熟へ向かう中で、富山・石川両県研究者に

よる相互協力も実を結びつつある。

　研究成果・製品が世界的競争力をもつためには、プロジェクトが独創的で、成果が特許や契約で守られたオー

プンイノベーションに由来するものでなければならない。そのような生産文化を育み、地域企業の振興を図る

とともに、その結果生まれる製品には勇気を与えて、世界へ羽ばたかせたい。

事業の概要

予防と健康のライフサイエンス研究開発拠点の
形成を目指して

　富山・石川地域において、これまで知的クラスター創成事業で構築してきた産学官連携基盤をベー

スに、富山・石川地域にある電子電気、機械、プラスチック、化学、情報システム等の多様なものづくり

産業の集積と脳・知識、医療・バイオ分野での医学・薬学の知的資源の集積を生かし、国際的競争力の

あるライフサイエンス研究開発拠点を構築し、その研究成果を地元産業に波及させるとともに、国際

的な医療機器・医薬品産業を形成していく。さらに、両県の自然環境、農水産物、温泉等の観光産業・

食品産業等の融合により、裾野の広い健康関連産業の創出を目指す。

　健康を創造するコンセプト実現に向けて、第Ⅰ期の知的クラスター創成事業の成果であり、かつ富山・石

川地域が世界に誇れる領域である「とやま医薬バイオクラスター」の免疫機能診断や「石川ハイテク・セン

シング・クラスター」の脳機能診断に関する研究成果等を更に発展的に展開を図る。富山県は伝統的に強

い医薬基盤技術を背景とし、石川県は臨床医学と物理・工学系の産学連携を背景として、これらを融合して

世界的優位に立てる「医薬基盤技術を活かしたバイオ機器開発」と「イメージング診断機器開発」を行う。

　これらの研究では、富山・石川地域にある優れた医学・薬学研究について、先端技術を応用して高度化す

るとともに、バイオインスツルメンツ（バイオ系先端機器）の開発・事業化につなげ、世界に通用する「ほくり

く健康創造クラスター」の形成を目指す。

■研究開発テーマ

　医薬基盤技術を活かしたバイオ機器開発

　・個の免疫医療システムの開発

　・アミノ酸メタボロミクスのための酵素チップの開発と診断・予防への応用

　・血液中の有核赤血球の回収・DNA分析システムの開発

　イメージング診断機器開発

　・広汎性発達障害の診断・治療・経過観察総合システムの開発

　・医工融合による動脈硬化の診断と治療の先導的研究　＜関係府省連携枠＞

　・生きた細胞の微細構造動態を高速撮影する顕微鏡の開発

　・SQUIDを用いた能動的磁気イメージング

■広域化プログラム（ほくりく先導型研究開発の国際連携拠点形成）

クラスター構想

クラスター本部体制
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中核機関名
財団法人　北陸産業活性化センター

新木　富士雄 

（(財)北陸産業活性化センター会長）

石井　　一　 （富山県知事）

谷本　正憲　 （石川県知事）

古市　泰宏

中川　脩一　 

（元 石川ハイテク・センシング・クラスター事業総括）

東保　喜八郎 

（(財)富山県新世紀産業機構参与）

村上　清史　 （金沢大学　顧問）

済木　育夫　 （富山大学理事・副学長）

南日　康夫

鈴木　良次、 高津　聖志

国岡　由紀、 後藤　　寛、 橋本　勲、

浜野　正一郎、 平井　嘉勝、 渡邉　裕司

中里　博吉

参加研究機関（太字は核となる研究機関）
産…味の素（株）、アルフレッサーファーマ（株）、（株）池田模範堂、

　　（株）インテックシステム研究所、エスシーワールド（株）、

　　協和発酵キリン（株）、クラシエ製薬（株）、（株）廣貫堂、

　　神戸天然物化学（株）、サントリー（株）、（株）G-tech、澁谷工業（株）、　

　　（株）島津製作所、（株）スギノマシン、（株）住化分析センター、

　　（株）生体分子計測研究所、（株）ダイト、（株）ツムラ、テイカ製薬（株）、

　　東亜薬品（株）、富山化学工業（株）、（株）ニコン、日医工（株）、ニプロ（株）、

　　日本ガイシ（株）、（有）バイオデバイステクノロジー、（株）富士薬品、

　　HOYA（株）、明治薬品（株）、（株）リッチェル、リードケミカル（株）、

　　（株）陽進堂、横河電機（株）、ボールセミコンダクター（株）、

　　朝日レントゲン工業（株）

学…富山大学、富山県立大学、金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学、

　　金沢工業大学、金沢医科大学、石川県立大学、東京大学、岡山大学、

　　ロンドン大学、北京大学　ほか　国内28大学、海外23大学

官…富山県薬事研究所、富山県工業技術センター、石川県工業試験場、

　　石川県予防医学協会、（独）医薬基盤研究所　ほか　国内15機関、

　　海外10機関

主な事業成果

血液中の有核赤血球の回収分析システムの開発

　金沢医科大学の高林研究グループは母体血中に極微量に存在する胎児

細胞（有核赤血球）からDNA診断を行う低侵襲のシステム開発を行ってい

るが、その第１段として、ハイスループットの有核赤血球回収システムの試

作に成功した。

磁気移動型平板反応法を応用したｃDNA合成装置の開発

　富山大学の磯部研究グループは、個の免疫医療システム開発の一環とし

て、各単一抗体産生細胞が産生している抗体分子のアミノ酸配列を解析す

るために必要な自動ｃDNA遺伝子単離装置の試作に成功した。この装置

により、個々が持つ抗体情報を、迅速かつ網羅的に解析することができる。
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情報通信 ナノテク・材料環  境ライフサイエンス

富山・石川地域
ほくりく健康創造クラスター

磁気移動型平板反応法を応用したｃDNA合成装置

血液中の有核赤血球の回収分析システム

（平成20～24年度）


